


国際親善総合病院

再整備計画について④

隊
、
岡
津
救
急
隊
の
２
隊
が
あ

り
、
昨
年
は
６,
６
９
０
名
の
患

者
さ
ん
が
救
急
搬
送
さ
れ
ま
し

た
。
国
際
親
善
総
合
病
院
へ
の
搬

送
数
は
、
近
隣
区
も
含
め
て
年
間

３,
０
６
１
名
で
、
年
々
増
加
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
横
浜
市
に
は
、

消
防
本
部
と
の
ホ
ッ
ト
・
ラ
イ
ン

　

は
じ
め
ま
し
て
、
４
月
か
ら
救

急
部
の
専
属
医
と
し
て
赴
任
し
ま

し
た
吉
田
と
申
し
ま
す
。
私
は
実

家
が
希
望
ヶ
丘
で
、
小
学
生
の
こ

ろ
、
こ
の
あ
た
り
に
縄
文
土
器
を

掘
り
に
来
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

　

救
急
車
の
話
で
す
が
、
人
口
15

万
４
千
の
泉
区
に
は
、
泉
救
急

る
「
日
本
救
急
医
学
会
・
救
急
科

専
門
医
指
定
施
設
」
の
ひ
と
つ
で

す
。
こ
の
よ
う
に
当
院
は
民
間
病

院
で
あ
り
な
が
ら
公
的
色
彩
が
強

く
、
消
防
署
と
の
意
見
交
換
会
や

合
同
勉
強
会
を
開
催
す
る
な
ど
、

地
域
に
お
け
る
救
急
医
療
の
向
上

を
目
指
し
て
努
力
を
続
け
て
お
り
ま
す
。

　

私
が
専
門
と
す
る
「
救
急
科
」

は
横
断
的
な
診
療
科
で
、
た
と
え

ば
血
液
透
析
中
の
高
齢
者
が
胸
苦

し
さ
を
訴
え
て
転
倒
し
、
頭
と
鼻

か
ら
血
を
流
し
て
手
首
が
変
形
し

て
い
る
、
脇
腹
も
打
撲
し
て
い
る

と
い
う
場
合
、
縦
割
り
の
診
療
体

制
な
ら
透
析
科
、
循
環
器
科
、
脳

外
科
、
耳
鼻
科
、
整
形
外
科
、
外

科
を
呼
ば
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

が
、
こ
れ
ら
を
一
括
し
て
初
期
対

応
し
、
問
題
点
を
絞
り
込
ん
で
必

要
な
専
門
科
に
引
き
継
ぐ
の
が
救

急
科
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
看

護
、
放
射
線
、
検
査
、
薬
剤
、
リ

ハ
ビ
リ
、
事
務
な
ど
、
す
べ
て
の

部
門
の
助
け
を
借
り
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
、
現
在
、
当
院
の
救
急

医
療
の
柱
は
、
心
筋
梗
塞
な
ど
の

心
疾
患
、
脳
卒
中
、
内
視
鏡
処
置

や
外
科
手
術
の
対
象
と
な
る
腹
部

･

泌
尿
器
科
疾
患
、
そ
れ
に
整
形

外
科
的
外
傷
で
す
が
、
今
後
は
更

に
守
備
範
囲
を
広
げ
、
も
し
も
の

災
害
に
も
対
応
で
き
る
体
制
を
整

え
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

を
通
じ
て
重
症
患
者
さ
ん
を
即
刻

受
け
入
れ
る
「
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
体
制
連
携
医
療
機
関
」

が
13
カ
所
あ
り
ま
す
が
、
当
院
は

そ
の
ひ
と
つ
に
指
定
さ
れ
、
平
成

26
年
度
は
１
８
８
名
の
心
肺
停
止

患
者
さ
ん
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。

ま
た
当
院
は
、
市
内
に
14
カ
所
あ

　平成18年より毎年、年に１～
２回、泉消防署と当院の病院
長・副院長・看護部長をはじめ
救急に関連するメンバーとで意
見交換会を行い地域の皆さまの
尊い命を守るべく連携を図って
います。

救
急
医
療
へ
の
取
り
組
み

…………………………

………………………………………………………

………………………………

………………………………

　救急外来では、患者さんの状態をトリ
アージ（重症度・緊急度に従って優先順位
を判断）します。診察の順番が変わること
により、お待たせする場合があります。

◎患者さん、一般の方への
　　　　　　メッセージとお願い

　かかりつけ医の先生からの電話は、救急
医が対応します。また、救急外来は混み合
う場面が多々ありますので、受診前に電話
にてご一報いただけると幸いです。

◎かかりつけ医の先生への
　　　　　　メッセージとお願い

ーーーーーーーーーーーーーーーーー

略　　歴
昭和50年　神奈川県立希望ヶ丘高校卒業
昭和56年　広島大学医学部・医学科卒業
昭和61年　中国労災病院　救急部（広島県呉市）
　　　　　広島大学医学部臨床教授（救急医学）
平成18年　手稲渓仁会病院 救命センター救急部
　　　　　主任医長（札幌市）
平成27年　４月から現職

資　　格
日本救急医学会　救急科専門医ならびに指導医
ＪＡＴＥＣプロバイダー

プロフィール ーーーーーーーーーー

食堂

売店

７月　１～31日

８月　１～７日

　　　８日

　　　８～31日

９月

内装・外構工事仕上げ

内装・外構工事仕上げ

完　　成

諸検査・引っ越し

新館棟オープン

【
今
後
の
予
定
】

　新館棟完成後、現在本館の地下１階にあります食
堂と売店、また２階の管理棟にあります講堂が新館
棟へ移設となります。食堂・売店共に９月リニュー
アルオープンする予定です。詳細につきましては院
内の掲示板などでご案内させていただきます。

【
お
知
ら
せ
】

吉　田　　 哲
あきらよし だ

救急部長

横浜市消防局泉消防署との意見交換会

Festival

血糖の結果につい

て一緒に確認し、

お話しさせていた

だきました。

血圧・血糖測定の

あと気になってい

ることを看護師に

相談！
血糖測定の後に栄

養士より食事の指

導を行いました。

平成27年６月１日(月)開催

◆日時：平成27年6月11日（木）
◆会場：国際親善総合病院　１階外来フロア

日本看護協会看護週間の行事として、毎年恒例となって
いる「看護フェスティバル」を開催しました！



R
eh

ab
il

it
at

io
n

　
当
院
の
特
色

　

当
院
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
は
理
学
療
法
士
８
名
と
作
業
療
法
士
３
名
、
事
務
兼

助
手
１
名
の
計
12
名
の
ス
タ
ッ
フ
か
ら
な
り
、急
性
期
病
院
の
治
療
の
一
助
と
し
て
発
症
・

受
傷
・
術
後
の
早
期
よ
り
リ
ハ
ビ
リ
介
入
し
て
い
ま
す
。
医
師
や
看
護
師
の
協
力
の
も
と

積
極
的
な
離
床
を
行
い
、
合
併
症
・
廃
用
症
候
群
の
予
防
に
努
め
、
人
工
呼
吸
器
・
心
電

図
モ
ニ
タ
ー
な
ど
が
装
着
さ
れ
た
状
態
や
各
種
ド
レ
ー
ン
・
点
滴
類
が
つ
い
て
い
る
中
で

も
リ
ス
ク
管
理
に
注
意
し
な
が
ら
リ

ハ
ビ
リ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
整
形
外
科
疾
患
に
つ
い
て
は

手
術
前
か
ら
介
入
す
る
こ
と
で
手
術

後
の
患
者
さ
ん
が
ス
ム
ー
ズ
に
回
復

で
き
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
患
者
さ
ん
は
整
形
外

科
、
神
経
内
科
、
脳
神
経
外
科
を
中

心
と
し
て
循
環
器
内
科
、
消
化
器
内

科
、
腎
臓
・
高
血
圧
内
科
、
呼
吸
器

内
科
、
呼
吸
器
外
科
、
泌
尿
器
科
、
耳
鼻
咽
喉
科
な
ど
ほ
ぼ
全

診
療
科
か
ら
リ
ハ
ビ
リ
の
依
頼
を
受
け
医
師
の
指
示
の
下
で
理

学
療
法
、
作
業
療
法
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

外
来
で
の
リ
ハ
ビ
リ
に
つ
い
て
は
主
に
早
期
退
院
し
た
整
形

外
科
手
術
後
の
患
者
さ
ん
と
保
存
療
法
の
外
傷
・
慢
性
疾
患
な

ど
の
患
者
さ
ん
を
中
心
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　
理
学
療
法

　

病
気
や
怪
我
な
ど
に
よ
り
身
体
に

何
ら
か
の
障
害
を
受
け
た
方
々
に
対

し
て
、
寝
返
り
・
起
き
上
が
り
・
立

ち
上
が
り
と
い
っ
た
基
本
動
作
や

ベ
ッ
ド
・
車
イ
ス
な
ど
へ
の
移
乗
動

作
、
歩
行
が
可
能
と
な
る
よ
う
に

様
々
な
方
法
を
用
い
て
治
療
や
訓
練

を
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
必
要
な
患

者
さ
ん
に
は
温
熱
や
超
音
波
な
ど
の

物
理
療
法
や
セ
ラ
ピ
ス
ト
に
よ
る
徒

手
療
法
な
ど
を
用
い
て
痛
み
の
軽
減

や
緊
張
の
緩
和
も
図
っ
て
い
ま
す
。

　
作
業
療
法

　

手
の
外
傷
や
上
肢
、
手
指
の
機
能

障
害
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
提

供
を
中
心
に
、
食
事
・
更
衣
・
入

浴
・
排
泄
・
家
事
動
作
な
ど
の
日
常

生
活
動
作
が
困
難
に
な
っ
た
方
に
対

し
て
、
生
活
に
必
要
な
動
作
能
力
の

再
獲
得
に
向
け
て
お
手
伝
い
し
て
い

ま
す
。
ま
た
高
次
脳
機
能
障
害
症
状

に
対
す
る
社
会
生
活
適
応
能
力
の
獲

得
や
職
業
復
帰
に
向
け
て
の
技
術
習

得
な
ど
の
訓
練
も
行
っ
て
い
ま
す
。

  

チ
ー
ム
医
療

　

私
た
ち
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
の
ス
タ
ッ
フ
は
、
医
師
や

看
護
師
を
は
じ
め
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、
地
域
医
療
連

携
室
の
看
護
師
な
ど
の
医
療
従
事
者
が
連
携
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

専
門
性
を
活
か
す
こ
と
で
、
患
者
さ
ん
や
そ
の
ご
家
族
に
と
っ

て
よ
り
よ
い
治
療
や
ケ
ア
を
行
う
た
め
チ
ー
ム
で
医
療
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
チ
ー
ム
医
療
を
実
践
す
る
上
で
、
ス
タ
ッ
フ
間

で
の
情
報
の
共
有
を
図
る
た
め
に
様
々
な
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を

開
催
し
、
早
期
退
院
や
在
宅
復
帰
が
で
き
る
よ
う
患
者
さ
ん
や

そ
の
ご
家
族
と
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、
で
き
る
限

り
ご
自
宅
で
の
ご
様
子
等
を
把
握
し
、
退
院
後
少
し
で
も
ス
ム

ー
ズ
に
お
過
ご
し
い
た
だ
け
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

リハビリテーション科　岩 上　伸 一

特集

～チームで取り組むリハビリテーション～

早期離床・
早期回復を目指して

作
業
療
法
の
よ
う
す

リハビリテーション室のようすリハビリテーション室のようす

カンファレンスのようすカンファレンスのようす

リハビリテーション科
スタッフ

リハビリテーション科
スタッフ

理学療法のようす理学療法のようす
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